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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
「日本中小型株ファンド」は、2023年５月30日に第６期の決算を行いましたので、期中の運用状況をご
報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2017年７月31日から無期限です。 

運 用 方 針 信託財産の成長を目標に積極的な運用を行います。 

主要投資対象 

日 本 中 小 型 株 フ ァ ン ド 「日本中小型株マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

日本中小型株マザーファンド 
わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を含みます。）のうち中小型株式を

主要投資対象とします。 

投 資 制 限 

日 本 中 小 型 株 フ ァ ン ド 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本中小型株マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等のうちから、基

準価額水準等を勘案して、分配を行う方針です。 

ただし、分配対象金額が少額の場合には、分配を行わないこともあります。 

収益分配に充てなかった留保益については、元本部分と同一の運用を行います。 

 

日本中小型株ファンド 
＜愛称 発掘名人＞ 

第６期（決算日 2023年５月30日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 
２期(2019年５月30日) 9,802 0 △18.1 96.8 － 14,096 

３期(2020年６月１日) 11,480 0 17.1 98.7 － 12,148 
４期(2021年５月31日) 15,304 20 33.5 98.5 － 4,394 
５期(2022年５月30日) 13,223 0 △13.6 98.5 － 3,741 
６期(2023年５月30日) 14,688 20 11.2 99.2 － 4,077 

 
（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注４） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
（注５） 当ファンドは運用の目標となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年５月30日 13,223 － 98.5 － 

５月末 13,175 △ 0.4 98.3 － 

６月末 12,650 △ 4.3 98.5 － 

７月末 13,416 1.5 99.1 － 

８月末 13,973 5.7 99.6 － 

９月末 13,236 0.1 99.2 － 

10月末 14,183 7.3 99.9 － 

11月末 14,871 12.5 99.4 － 

12月末 13,471 1.9 98.8 － 

2023年１月末 14,206 7.4 99.4 － 

２月末 14,170 7.2 99.5 － 

３月末 14,651 10.8 99.2 － 

４月末 14,530 9.9 99.4 － 

(期  末)     

2023年５月30日 14,708 11.2 99.2 － 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注４） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
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○運用経過 (2022年５月31日～2023年５月30日) 

 
 

  

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注３） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年５月30日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注４） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は、当期末において14,688円となり、期首比11.2％（信託報酬控除後）の上昇となり
ました。なお、期中に分配金20円（税込み）をお支払いしました。 

 
（プラス要因） 
・米国のインフレ率鈍化を背景とした金利先高観の後退 
・日銀による金融緩和策の維持 
・欧米当局の迅速な対応を受けた金融不安の後退 
・海外投資家による日本株選好の動き 
・国内の経済活動やインバウンド消費の回復期待 

 
（マイナス要因） 
・米国の金融引き締めを背景とする成長株のバリュエーション調整 
・日銀による長短金利操作の運用見直し 
・米国地銀の破綻をきっかけとした欧米の金融不安 
・大型株主導の上昇  

期中の基準価額等の推移 
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国内株式市場は前期末比で上昇しました。 

期初から2022年６月上旬にかけては、中国・上海市のロックダウン（都市封鎖）が解除される見通しとなっ

たことや、日本政府が外国人観光客の受け入れ再開方針を示したことなどが好感され、日経平均株価は上昇し

ました。その後、６月下旬にかけては米連邦準備制度理事会（FRB）が利上げを決定したことなどから反落し

ましたが、８月中旬にかけては参議院選挙で自民党が圧勝したこと、FRBによる利上げ加速への警戒感が後退

したことなどを背景に上昇しました。９月下旬にかけては、英国の経済対策を巡る金融市場の混乱などを受け

て急落する局面もありましたが、12月中旬にかけて落ち着きを取り戻しました。 

2023年１月上旬にかけては、日銀による長短金利操作の運用見直しが実質的な利上げと受け止められたこ

とや、景気悪化懸念を受けた米国株式市場の下落などを背景に、日経平均株価は下落しました。その後３月上

旬にかけては、日銀が金融緩和策の維持を決定したことや、米国金融引き締めの長期化懸念の後退などから、

日経平均株価は上昇しました。 

３月下旬にかけては、米国地銀の破綻をきっかけとした欧米の金融不安を受けて、日経平均株価は下落しま

した。その後期末にかけては、欧米金融当局の迅速な対応により金融システムへの不安が後退したことや、日

本国内における経済活動やインバウンド消費の回復期待、米国の著名投資家が日本株に対して強気の見方を

示すなど海外投資家の日本株選好の動きが強まったことなどから、日経平均株価は上昇基調となりました。ま

た、米国の半導体決算を受けてAI半導体関連を中心に強気の見方が広がったことなども相場を押し上げ、

31,000円台で期を終えました。 

中小型株式市場については、前期大幅に下落した反動や米国インフレ率のピークアウトから前半は堅調に

推移したものの、後半は物色の対象が大型株に偏ったことで東証株価指数（TOPIX）などに対して劣後しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「日本中小型株マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行いました。 

 

（日本中小型株マザーファンド） 

当ファンドは、国内上場株式のうち中小型株に投資し、中長期的な値上がり益の獲得を目指しています。 

個別銘柄の選定およびポートフォリオの構築は、個別企業の調査・分析などを中心とした「ボトムアップ・

アプローチ」に基づき、企業の成長性、収益性、競争優位性などの分析・評価を行い、株価のバリュエーショ

ンを踏まえた上で行いました。特に、「競争優位性」、「需要の変化」、「今後の世の中に不可欠なもの」、「社会

的課題の解決に取り組む企業」に着目しポートフォリオを構築しました。 

業種配分については、各企業のデジタル化機運の高まりやAI投資などで業績拡大が期待される「情報・通信

業」や独自のビジネスモデルを有し今後独自要因で成長が見込まれる企業が多い「サービス業」、データセン

ターや半導体需要の底打ちが期待される「電気機器」などのウエイトを高位に維持しました。 

AIの活用や開発が追い風となる銘柄群、少子高齢化に伴い中長期的な拡大が期待される医療福祉関連の銘

柄群や成長回帰が期待される医療機器・医療DX関連銘柄群、EV・HV車の普及や脱炭素政策（環境政策）により

恩恵を享受する銘柄群、インバウンド需要の拡大で恩恵を享受する銘柄群などを組み入れました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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当ファンドは運用の目標となるベンチマークおよ

び参考指数を設けていません。 

右記グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金額は、基準価額水準、市況動向等を考慮して１万口当たり20円（税込み）としました。 

なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2022年５月31日～ 
2023年５月30日 

当期分配金 20  

(対基準価額比率) 0.136％ 

 当期の収益 20  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,687   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
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○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「日本中小型株マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用

を行います。 

 

（日本中小型株マザーファンド） 

外部環境については、米国は引き続き物価情勢や金融政策の動向などを注視するとともに、昨今の米国地銀

を中心とした金融システムの不安定化や貸し出し態度の変化などが今後の景気にどのような影響を及ぼすか、

慎重に見極めていく必要があると考えます。また、欧州はウクライナ情勢の動向、中国も台湾問題をめぐる米

中対立の動向などには注意を要します。 

一方、国内は、インバウンド消費や人流の更なる回復への期待、賃上げの機運の高まりによるデフレ脱却が

期待されるほか、生成AIの普及に伴う半導体需要の回復の兆しが見られ、見通しが相対的に良好になると考え

ています。さらに、外国人投資家による日本株買いが確認されており、今後はその持続性が注目されます。新

興株は株価に出遅れ感があり、業績見通しが良好な銘柄は投資妙味が高いと考えます。 

 

成長が見込まれると考えているテーマは、AI関連や環境関連、インバウンド関連などに加え、健康関連や有

力な自社IP（知的財産）を有する銘柄関連などです。また、中長期的には、エネルギー不足を背景とする省エ

ネ投資やサプライチェーン再構築に向けた設備投資の動向などに注目しています。 

上記テーマ以外にも、株価が下落したものの自社努力による業績回復が期待できる銘柄など、様々な観点か

ら銘柄を組み入れています。調査の際は、その企業が「社会的課題を解決し今後の日本をより良くするのか」

などを重要視しており、「経営陣との対話やできる限り現場を見ること」が大切だと考えています。 

企業の「成長性」「収益性」「競争優位性」や、数値にすぐに表れにくい社長の求心力、社員や現場の雰囲気

などの「定性面」にも着目することで、外部環境に左右されず、独自要因で長期的に成長する銘柄の発掘に最

善を尽くしてまいります。 

 
  



品 名：90148_204000_006_03_日本中小型株ファンド_967393.docx 

日 時：2023/7/6 10:24:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

日本中小型株ファンド＜愛称 発掘名人＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2022年５月31日～2023年５月30日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 220  1.584  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (107)  (0.770)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (107)  (0.770)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 99   0.713   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 99)  (0.713)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.005   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 320   2.302    

期中の平均基準価額は、13,877円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注３） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.59％です。 
 

  
（注１）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注３）各比率は、年率換算した値です。 

（注４）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注５）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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日本中小型株ファンド＜愛称 発掘名人＞ 

○売買及び取引の状況 (2022年５月31日～2023年５月30日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本中小型株マザーファンド 355,287 536,474 446,266 691,542 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年５月31日～2023年５月30日) 

 

項 目 
当 期 

日本中小型株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 116,126,263千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 13,698,163千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 8.47   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月31日～2023年５月30日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年５月31日～2023年５月30日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年５月31日～2023年５月30日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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日本中小型株ファンド＜愛称 発掘名人＞ 

○組入資産の明細 (2023年５月30日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本中小型株マザーファンド 2,626,440 2,535,461 4,077,529 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年５月30日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本中小型株マザーファンド 4,077,529 98.9 

コール・ローン等、その他 46,242 1.1 

投資信託財産総額 4,123,771 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

  

親投資信託残高 



品 名：90148_204000_006_03_日本中小型株ファンド_967393.docx 

日 時：2023/7/6 10:24:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

日本中小型株ファンド＜愛称 発掘名人＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年５月30日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,123,771,704   

 日本中小型株マザーファンド(評価額) 4,077,529,045   

 未収入金 46,242,659   

(B) 負債 46,242,659   

 未払収益分配金 5,552,378   

 未払解約金 8,942,685   

 未払信託報酬 31,637,809   

 その他未払費用 109,787   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,077,529,045   

 元本 2,776,189,260   

 次期繰越損益金 1,301,339,785   

(D) 受益権総口数 2,776,189,260口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,688円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は2,829,355,260円、期中追加設定

元本額は385,444,543円、期中一部解約元本額は438,610,543

円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.4688円です。 

○損益の状況 (2022年５月31日～2023年５月30日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 449,663,840   

 売買益 499,333,158   

 売買損 △   49,669,318   

(B) 信託報酬等 △   62,811,559   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 386,852,281   

(D) 前期繰越損益金 170,015,854   

(E) 追加信託差損益金 750,024,028   

 (配当等相当額) (    389,284,594)  

 (売買損益相当額) (    360,739,434)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 1,306,892,163   

(G) 収益分配金 △    5,552,378   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 1,301,339,785   

 追加信託差損益金 750,024,028   

 (配当等相当額) (    389,856,880)  

 (売買損益相当額) (    360,167,148)  

 分配準備積立金 704,674,532   

 繰越損益金 △  153,358,775   
 

（注１） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（39,061,108

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定

する収益調整金（596,665,253円）および分配準備積立金

（671,165,802円）より分配対象収益は1,306,892,163円（１万

口当たり4,707円）であり、うち5,552,378円（１万口当たり

20円）を分配金額としております。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 20円 
 
 
 

○お知らせ 

 2022年５月31日から2023年５月30日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 
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